
 

南　部　中　学　校　総　括　評　価　表（No1)   　　令和５年度末 

自　 　   己　 　   評　 　   価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と 
重 点 課 題 重 点 目 標 評 価 指 標 と 活 動 計 画 評　 　 　 　 　 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

   評　 価　 指　 標   評価指標の達成度   総　 合　 評　 定 　地域への情報発信について 　コロナの５類引き下げ
１ 学校運営 ① 教育目標・教育方針の教職員 ①-1 わかりやすいとする保護者 ①-1 Ｂ  A は 80 ％以上  （課題解決の方策） に伴い，学校行事への保

　 生徒，保護者への周知徹底 ①-2 周知に取り組んでいる教職員 ①-2 Ａ  B は 60 ％以上 評価指標の  ①地域新聞に中学校の活動を 護者参加が昨年以上に可
② 教職員の資質の向上 ② 　 資質向上に取組んでいる教職員 ②   Ａ  C は 60 ％未満 達成度を平均  掲載してはどうか。 能となった。来年度も，
③ 保護者・地域への情報発信 ③ 　 学校は情報発信していると考える保護者 ③   Ｂ  ②コミュニティセンター・公 保護者の方には，直接参
            (評定)　Ｂ 民館へのＰＲを生徒会等が行 観とオンデマンド配信を 

 う。 有効に活用しながら生徒
 活　 動　 計　 画  活動計画の実施状況  （所見） ③防災の会・防災マップの作 の様子をご覧いただきた
① ＰＴＡ総会資料配布や学校行事等での教育目標 ① 今年度は，学校行事を直接ご参観いただいた 　今年度は，学校 成など，地域の方と話しなが い。また，引き続き HP
　  ・教育方針の説明・周知と学年の掲示板や各 　 り，オンデマンド 配信を行ったりした。修学 行事を保護者へ公 ら協働作業を行う。 の充実に努め，保護者や
　  種たより，ＨＰの活用 　 旅行説明会等は，オンデマンド配信のみとし 開したり，説明会 ホームページを見る機会はな 地域に対して，学校から
 　  た。また，学年掲示板（学校・学年のスロー 等はオンデマンド かなかないので，上記のよう の発信を積極的に行う。
 　 ガン）や各種たよりを充実させ，周知と理解 配信したり，方策 な活動を積極的に行った方が 　時宜を得たメンター研
 　   に努めた。 を考慮して進め 良い。 修を継続し，若手・ベテ
② 昨年度の改善事項を取り入れた，教職員の資質 ② 時宜を得たメンター研修を実施し，若手・ベ た。  ランの資質向上に努め
   向上への取組 　 テラン相互の教師力向上を図った。また ICT 　メンター研修や 　コロナウイルス感染症も５ る。また，タブレットの
    の活用については，支援員の活用が有効で　 普段の OJT によ 類引き下げとなり，保護者の 活用を積極的に行うよ
    あったが，まだ方策が不十分であった。 り，若手教職員の 来校機会も増えたと思う。行 う，研修や支援員の活用，
③ 一斉配信メールやＨＰ更新など迅速な情報発 ③ 保護者へのお願いやお知らせ，気象警報発表 意識が向上した。 事の際には，今年度同様，オ 有効活用している授業の
   信 　 時等に一斉配信メールの活用を行った。また， 　昨年同様，保護 ンデマンドを活用しながら生 紹介を行っていく。 

　 学校生活の様子を随時 HP で発信するよう努 者への情報発信は 徒の様子を保護者に伝えてほ 　地域への情報発信につ
　 めた。 迅速であったが， しい。 いては，生徒会等と相談

地域への情報発信 を行い進めていく。
には課題が残る。

   評　 価　 指　 標   評価指標の達成度   　授業力向上のために，相互 　生徒用タブレットの有
２ 学力向上・教科指導 ① 学習意欲の向上と学習習慣の ①-1 教職員が工夫して授業を進めていると考え ①-1 Ａ    （評定） 参観授業の期間を設けている 効活用が少ないのが課題

　 確立 　　 る生徒 ①-2 Ｃ Ａ ことは良いと思う。 である。課題を解決する
② 授業力向上の工夫・充実 ①-2 タブレット端末を有効に活用している生徒 ②   Ａ 　タブレット活用に長けてい ために、メンター研修を
③ 家庭学習の定着 ②   授業力の向上に努めている教職員 ③-1 Ａ る若手教員の力を上手に活用 活用し、教職員に向けて
     ③-１ 家庭学習を行っている生徒 ③-2 Ａ （所見） して，学校全体でＩＣＴ教育 の研修を短い時間で多く

③-２ 家庭学習の時間増の工夫をしている教職員 　目標やめあては に取り組むことが大事である の回数実施していく。 
 活　 動　 計　 画   活動計画の実施状況  どの授業も明示し と思う。メンター研修や校内 　教科部会を行い、知識
①-1 学力向上検討委員会における学力向上実行 ①-1 毎時間、目標やめあてを掲げ、生徒の自　 ていた。その目標 研修，教科研修でＩＣＴの効 ・技能定着のための指導
     プラン（目標やめあてと振り返り）の充実 　   己評価を昨年度に引き続き、R80 やポート やめあてに対する 果的な活用を考えてほしい。 法やその効果についての
 　     フォリオ等で実施し、効果も検討した。 自己評価を取り入 　生徒に，できるだけタブレ 情報交換をする。
①-2 ICT（ﾐﾗｲｼｰﾄﾞや metamoji）の活用   ①-2 総教センターの HP からダウンロードした れる授業も増え ットを活用する機会を作り， 　相互参観授業は引き続
 　　 ICT 活用方法の資料等やメンター通信を職 た。MetaMojiを効 楽しんだり興味をもったりし き行い、その実施時期に
 　　 員室に掲示し、タブレット活用につなげた。 果的に活用する場 ながら，授業を進めてほしい。 ついても検討を重ねる。 
②-1 相互参観授業やメンター制度を活用し，授業 ②-1 相互参観授業を年間２回実施し、そこで得 面が多くなった。 　　 　学校評価アンケートか
     技術の共有      られた知識や技術等を教職員で共有した。 　相互参観授業を ら、生徒の学習する習慣
②-2 朝読書の推進 ②-2 各学年で、朝読書を実施した。 行うことで、教職 の定着に課題が残る。家
③   宿題等の工夫及びその点検 ③　 毎日家庭学習に取り組む生徒は約８割、意 員同士で刺激を受 庭学習内容を工夫させた

　　 欲的に取り組む生徒は約４割であった。 けていた。 い。
   評　 価　 指　 標   評価指標の達成度   　朝や休み時間の巡視の際に 　全教職員が情報を共有
３ 生徒指導・交通指導 ① 基本的生活習慣の定着 ①   遅刻せずに登校する生徒 ① Ａ   （評定） は，生徒の様子をよく観察し し，共通理解のもと，生

②-１ 生徒理解と相談体制の充実 ②－１ 教職員が適切に指導しているとする保護者 ②-１ Ａ Ａ て，ちょっとした変化に気づ 徒たちの指導に努める。
②-２ いじめ防止対策 ②－２ 自他ともに大切にする指導に取り組む教職 ②-２ Ａ いてほしい。先生方は，生徒 そのために，生徒指導の
③ 交通指導の充実      員 ②-３ Ｂ （所見） と関わりながら，アンテナ高 記録を分かりやすく整理

②－３ いじめ問題等相談しやすいとする生徒 ③ Ａ 　 生徒指導主事を く状況を把握し，声かけを行 していくシステムをつく
③   交通ルールを守っている生徒 中心に，いじめや ってほしい。クラスや学年， ることが次年度の課題で

問題行動の未然防 学校全体の雰囲気を細やかに ある。 
 活　 動　 計　 画   活動計画の実施状況  止，早期発見に取 気づいてほしい。 　生徒指導主事を中心
①   チャイム着席・校内巡視・時宜を得た声か ①　　朝と休み時間の巡視や時宜を得た生徒への り組んだ。また，関 　また，生徒のことについて に，不登校やいじめ，問
     け 　　　声かけ等を実施した。 係機関との連携や は，教育委員会の補導センタ 題行動の早期発見や未然
②－１ 相談体制の確立（２S・３S） ②-1　3s(SC・SSW・SL)を中心とした専門的　 3Sの先生方から専 ーに相談することも有効であ 防止ができるよう，生徒
 　　　な相談と随時家庭連絡を実施した。また， 門的な助言・指導 る。 への声かけや観察，校内
 　　　適応指導教室（すだち学級）と連携を図っ をいただき，生徒 　 巡視，アンケート等を次
 　　　た。 指導に役立てるこ 　校区内には，昔から登下校 年度も継続していく。特
     　また，関係機関と連携し，ASST を行った。 とができた。 に危険な箇所がある。地域の に，増加傾向にある不登
②－２ 生徒指導委員会を活かした校内体制の確立 ②-2　年 3 回，生活アンケートを行ったり，生徒 　 1年生の交通安 特性を理解して登下校できる 校生徒の減少に向けて，
 指導委員会で情報共有したりしながら，未然防止 全教室や登下校の よう，生徒に注意喚起を行っ 相談しやすい体制に努め
 に努めた。 立哨指導を通して てほしい。ＰＴＡの校外補導 る。 
  常 時 交 通 安 全 指 部を活用して，生徒の安全を 　事故が多発したため，
③   計画的な安全教育への取り組み          ③　　交通安全教室と登下校時の立哨指導を適宜 導を行っている。 見守ってもらうのも一つの方 次年度の交通安全教室は
         　　　実施した。 法だと思う。 講話だけでなく，乗車訓

　 練も実施する。安全教育
担当や交通担当を中心に
全職員で交通事故の未然
防止に努める。



 

南　部　中　学　校　総　括　評　価　表（No2)   　　令和５年度末 

自　 　   己　 　   評　 　   価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と 

重 点 課 題 重 点 目 標 評 価 指 標 と 活 動 計 画 評　 　 　 　 　 価 学校関係者の意見 今後の改善方策
  評　 価　 指　 標  評価指標の達成度   　コロナが５類引き下げとな 　養護教諭や栄養教諭と
４ 保健指導・給食指導 ① 保健指導の徹底 ①－１ 健康に気をつけている生徒 ①－１ Ａ  （評定） ったが，必要なことに関して の連携を密にし、自己の
  ・環境美化 ② 給食指導の徹底 ①－２ 健康に生活できるよう指導する教職員 ①－２ Ａ Ａ は，引き続き感染症対策を行 心身の健康について考え
 ③ 環境美化の推進 ②－１ 食生活に関心を持っている生徒 ②－１ Ｂ ってほしい。 る学校行事や授業を継続
 ②－２ 食生活を見直すよう指導する教職員 ②－２ Ｂ  （所見） 　また，コロナやインフルエ する。 
 ③－１ 清掃活動に積極的な生徒 ③－１ Ａ  非常時に備え， ンザ等の病後の食事や水分の  
 ③－２ 清掃指導ができていると考える教職員 ③－２ Ａ 緊急時対応シミュ 摂取について気をつけてほし  

  レーション研修を い。 　整美委員会での活動な
  活　 動　 計　 画   活動計画の実施状況  行った。  どを通して、細かい所に
 ① 保健指導計画の立案と学校保健委員会の開催 ①　毎月の「保健だより」発行と，学校医・学校 ｢保健だより｣｢給 　全校生徒数も多く，時に緊 も目を向け、清掃できる

  　　歯科医参加による学校保健委員会や教職員の 食だより｣を発行 急の対応を必要とされる場面 ように努めていく。
   　　緊急時対応シミュレーション研修を実施。 し、生徒だけでな もあると思う。今後も引き続

 ② 給食指導計画の立案と給食時間の指導 ②　食中毒・感染症を予防を中心とした給食時間 く家庭にも啓発を き，緊急対応訓練を行い，全
  　　の指導と「食育タイム」の充実を図ったり、 行った。  職員が対応できるようしてほ
 ③ 清掃計画の立案と清掃指導 　　生徒への食の一言助言も実施したりした。  しい。　
  　　またALTと連携し、世界の料理紹介等につい  
 　　ての掲示をすることより、生徒の食への関心  
 　　を高められるよう努めた。 　全校生徒、教職
 ③　学校行事などに際して特別清掃を実施し、教 員ともに校舎内外
 　　職員と生徒が清掃を行い、行事等を前に清掃 の美化に努めるこ

　　をすることの重要性を伝えるように努めた。 とができた。
   評　 価　 指　 標   評価指標の達成度  総　 合　 評　 定 　読書量や図書室利用の促進 　学年図書だけではな
５ 図書館教育・キャリ ① 図書館の積極的な活用 ①－１ 年間１０冊以上本を読む生徒 ①-１ Ｃ について，方策を講じた方が く，学級図書を設置し，
  ア教育・生徒会活動 ② 進路指導の充実 ①－２  授業で図書室を活用する教職員 ①-２ Ｃ （評定） 良いと思う。 本に親しむ機会を増や
  ③ 生徒会活動の活性化 ②－１  将来の職業に関心がある生徒 ②-１ Ｂ Ｂ ①月に１度「読書の日」を設 す。生徒が，必然的に本

②－２  継続的な進路指導をしている教職員 ②-２ Ａ 定してはどうか。 を読む機会を作る。 
③－１ 生徒会行事等に積極的な生徒 ③-１ Ｂ （所見） ②以前の南部中学校で行って 　図書室の開館につい
③－２  専門委員会が充実していると考える教職員 ③-２ Ｂ 図書便りを読んで いた「読書週間」を設けてみ て，外部人材の活用をし，

 本を借りに図書室 てはどうか。 定期的に本の貸し出しが
 評　 価　 指　 標  活動計画の実施況  へ来る生徒は，も 　読解力の向上や情操を育成 できるよう働きかける。
①　 「図書室カレンダー」の発行とお薦めの本 ① 　毎月発行の「図書便り」にて、開館日の ともと本好きの生 するために，必然的に読書に 　キャリア教育につい
　　 の紹介  カレンダーと新入荷本やお薦めの本の紹介 徒である。読書へ 親しむ時間を設けるなど，具 て、多様的な生き方が見

   を行った。 の興味を持たせる 体的な施策を講じていく必要 つめ直されつつあり、そ
②   ３年間を見通した進路指導計画の立案とキ ②　  　第２学年で総合的な学習の時間に、職業 ためには教室掲示 があると思う。 れに適応した指導が求め
     ャリア教育の立案・実施  について学習を行うことができた。なお、 だけでなく，授業  られつつある。 
③－１ 生徒会活動の見直し  その際には図書室の資料を有効に活用でき や学活で紹介する 　各委員会がそれぞれ自分た 　生徒会役員が、南中祭

  た。また、第３学年は１年を通して進路選 など全員への働き ちで考え活動していることは などの学校行事を運営し
③－２「あいさつ運動」の実施や「意見箱」の設  択について粘り強く指導を行った。 かけが必要であ 素晴らしい。校則の見直しも たり、校則の見直しをし
     置 ③-１ 　生徒会役員を中心に、校則の見直しを行 る。 生徒が中心となり進めていき たりと、学校のリーダー

 ったり、昨年度に引き続き「届けよう服の 　９割の教員が適 実現しようとしているので良 として活動することがで
 力プロジェクト」を実施したりし、主体的 切な進路指導がで いと思う。　 きるようになっているの
 な取組を行っている。また、専門委員会で きたと回答した。 で、今後は、地域など学
 も、能登半島沖地震の募金活動など自主的 また、職業に関心 校外へも活動の幅を広

  な活動が見られた。 を持つ生徒は同様 げ、生徒会活動の活性化
  各専門委員会で自主的な活動を実施した。 の調査の全国平均 を図る。

  より高かった。指
③-２ 生徒会活動の本部役員があいさつ運動や 導が一定の成果を
　 　 意見箱に意見に多く挙がっていた、校則の 生んでいると判断

  　 見直しなどリーダー的立場で活動できた。 している。

   評　 価　 指　 標   評価指標の達成度   　生徒の自己肯定感を高めて 　自尊感情や自己肯定感
６ 人権教育・道徳教育 ① 人権教育の推進 ①-１  学校に来るのが楽しい生徒 ①-１ Ｂ （評定） いくためには，生徒相互だけ を高められるよう、生徒
  ・特別支援教育 ② 道徳教育の推進 ①-２ 温かい言葉がけをしている教員 ①-２ Ａ Ａ ではなく，先生が積極的に生 に自信をもたせたり、自
  ③ 特別支援教育の推進 ②   私には良いところがあると考える生徒 ② Ｂ 徒の良いところを伝えてほし 分の良さに気づかせたり

③-１ 友だちの良さを見つけている生徒 ③-１ Ａ い。先生の褒めている姿が手 する活動を、各教科や特
③-２ 支援の必要な生徒を把握している教員 ③-２ Ａ （所見） 本となり，生徒どうしも互い 別活動、部活動など様々

 　生徒の良さや頑 の良さを伝えられると思う。 な場面での工夫を継続的
 活　 動　 計　 画   活動計画の実施状況  張りを認めたり、  に行っていく。 
① 人権教育主事を中心に人権教育の実践 ①人権教育主事を中心に活動計画に基づいて活動 誉めたりする姿勢 　通常学級の中で支援を必要 　人権教育や道徳教育を
 　した。また、講師先生をお招きして人権コンサ を教職員が意識し としている生徒も多い。保護 充実させるためにも教職

  　ート等を実施した。 て行えている。生 者はいろいろ育児について悩 員が積極的に研修に参加
② 道徳教育推進教師を中心に活動計画を立案 ②道徳教育推進教師を中心に学年の活動計画に 徒の自己肯定感を みも抱えていると思う。先生 し、生徒個々の要望に合
 　 基づいて校内研修を実施した。 いっそう高められ 方には，そのような保護者の わせた指導ができるよう
③ 入学前を含めて年間４～５回の教育相談を実施 ③校区内小学校支援学級との連携を強化し、参観 るような活動を今 相談にのってもらい良い方向 努める。 
   して、特別な支援を必要とする生徒の要望に 　授業ならびに個別の要望や支援についての面談 後も継続的に取り に導いてほしい。   生徒が安心して登校で
　 応じた支援に努める。 　を実施した。 入れてくことが大 きるよう、全教職員が挨

切である。 拶や声かけを今後も続け
ていく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「評定」の基準　 　 Ａ：十分達成できた　 　 Ｂ：おおむね達成できた　 　 Ｃ：達成できなかった 
　


